
‘? ¢ ／・, i ~ l'‘ シ
寄贈 1 

霞災文庫 7-
←—一日 二

はじめに （社）全難聴理事長 高岡正

第 I章震災(})記録

1. 阪神・淡路大震災におりる被災状況

2. （社）令難聴阪神・ 淡路人・震災支援体店llについて

(1) （ 社 ） 令難I~震災対策本部(})I9けし惚務・乾火と 機構図

(2) 全難聴本部における地震対策

(3) 全難聴現地対策本部の活動状況

(4) 阪神大震災に係わる諸機関へ 0)写屯

3. 支援活動(/)概 要

(1) 現地対策本部からの報告

(2) k援ti・動(})状況について

(2)- 1 支援体制と緊急情報

(2)-2 第 1次行動計画

(2)- 3 第 2次行動計画

(2)-4 第 3次行動計画

4.義援金及び救援物資

(1) 義援金受人れ一育表

(2) 義援金及び救援物資支給状況

(3) 参考資料

．震災募金についてのお願い

・義援金寄贈挨拶状

第 Il章 被災体験集

第国章 緊急事態発生時における対応

1. 阪神・淡路大震災における難聴者の対応行動に関する調査

2.阪神 ・淡路大震災を巡って（座談会）

3.防災マニュアル

4.震災時の教訓と今後の対策について

付録 ・全難聴加盟協会名簿

編集を終えて

?-

. -. -.... :1 

6

8

2

9

 

l

l

 

―

―

 

.~ 
i

-

―― 

4

5

9

4

9

3

 

2

2

2

3

3

4

 

ー
・
＿＿

＿
一

―
-
＿
_
＿
-

~~____ 

--------49 

--．．0-.. 33 

--------59 

--------60 

--------6:1 

ー ・ ーー・・•- 73 

…•…- 83 

… ••••- 98 

――ー・・---100

ー・ー・----106

--------110 

神戸天学―人―社―系図

IIIIII IIII IIII Ill llll lllll II II IIII IIIIII II IIIIII 
I- 00099086848 



しこJ.:. しこ,tY::, ししこ

（社）全日本難眩者 ・中途失聴者団体連合会

理事長 高岡 正

かけがいのない菊い 6,279人の命を一瞬にして奪い、被害総額約 10兆円

とも言われる未曾有のマグニチュ ー ド 7,2震度 7の大震災より、早くも 1年の

歳月を刻み、それからすでに 3ヶ月が過ぎま した 。

復興への力弥い槌音を聞きなが らも心身に大き な低跡を残し、今なお不自由な

生活を続けておられる被災されました皆様方のことを思いますと本当に胸が痛み

ます。 改めて心よりお見舞い申し上げます。

なお、この震災に際し、いち早く救援活動にかけつけ、ご尽力頂きました地元

協会の皆様方を始め被災地近隣の加盟協会、要約筆記サー クルのご支援下さいま

しr..:.Ji々 、そして心温たまる多額の義援金や救援物資を寄せられました全国の皆

様方に対し心より感謝し厚くお礼申し上げます＂

私達は、か って経験した こと のない人・震災に遭遇し急速、展災地兵庫県宝塚に

現地対策本部を設け被災会員の安否確認、被害状況の把握、情報の収集提供等の

支援活動に懸命の努力を栢注しました．．

そ して情報取得や コミ、ュニケー ションにハンフィのある私達は支援活動では

大層難儀しましたが、 一方、なによりも大切な温かい人の心に接し、多くの教訓

を学び得ました。

この貴重な教訓を後世に伝え今後の事態に少しでも 役立てばと念じ、実施しま

した支援活動の記録、被災会賃の体験等を、まとめた「阪神・ 淡路大震災の教訓」

《難聴者の記録とマニアル》と題する震災報告書を作成しました。

ささやかな小冊子ではございますが、行政等関係者の皆様を始め難聴者、中途失

聴者の方々に ご笑窃頂き、今後の伽えに少しでもご参考になればと顧っています。

なお、 この報告書の編纂にあたり 、 「震災時における難聴者等の対応行動」の

アンケー ト調直を実施下さ り、しかも貴重な玉稿を賜りました文教大学田中淳先

生を始め、多忙にも拘らず編集に努めて頂き主した各位に対し心より感謝申し上

げます 。

後になり ましたが今回の震災で御支援こ指祁賜りました各省庁、 NIIK、関係

団体、関係企業等の各位にお礼申し上げ本誌発刊のご挨拶とさせていただきます。

本当に有難う ございました n

以上
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1 . I阪ネ申 ー i`炎出各 一人窟霞 災におりー る 打女災北尺— t兄

難聴者、要約 筆記者の地区別被災状況一 覧表（平応7年5月1廿履化犀位人）

団 体 名 会員数 死亡 負低 全壊 半壊 ー刹l屈 一位債戻 債肖なし

明石 難聴者 協会 1 9 1 6 1 2 
----

芦屋難聴者協会 1 9 2 5 2 3 ， 
尼崎難聴者 協会 5 3 2 

淡路難聴者協会 3 9 1 3 1 3 2 2 
＇ 

伊丹難聴者協会 1 0 1 0 
9, 9● •—•—- • 

川西難聴者 協会 7 3 4 

宝塚難聴者協会 4 2 1 2 4 1 9 5 1 2 

西宮難聴者協会 6 2 2 2 1 7 1 4 1 3 1 7 

三木難聴者協会 2 0 2 0 

神戸市難聴者 協会 1 0 1 5 1 0 5 0 3 6 

三 田難聴者協会 1 0 1 ， 
大阪府難聴者 協会 1 0 5 5 

_ ＿ 

明石要約筆記サーク）レ 1 5 1 5 5 5 

芦屋要約筆記サーク）レ 1 3 2 8 3 

淡路 要約筆記サーク）し 2 1 2 8 1 1 

伊丹要約筆記サーク）し 8 1 2 4 1 

川西要約筆記サークル 2 3 1 7 1 5 

宝塚要約筆記サーク）レ 3 1 3 2 5 7 1 1 6 

西宮要約筆記サークル 1 5 1 2 7 5 

竺．木要約筆記サーク）レ 1 0 4 2 4 

神戸要約 筆記サークル 3 1 3 2 2 6 
•一••一―-

三 田要約筆記サークル 1 5 4 1 1 

合 i l • 5 2 6 4 7 4 1 5 9 1 7 5 1 0 9 1 4 1 

兵員髪量息名Uり眉会、 楕戸Ih.,g者眉会、人'iH9息8U会、 K"集震h̀iサークル月惰Ui会員g団休0債；を奥itしtも0でbる．
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(1) 

文字放送推進協議会より

贈られた

文字放送テ レビ

（現地対策本部）

③ 

避難所

（西宮市立 中央体 育 館 ）

枝災状況写真

(2) 

要 約 筆記者と

被災地巡回打合せ

（西宮市総 合福祉 センタ ー ）
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(4) 

渕壊家屋の除却

（被災難聴者 を訪 ね る

＇投約下記者）

(6) 

避難所 で避難中の

会員を訪問

（西宮市 ・池田会長と

大上本部長）

(5) 

震災 0)犠牲者の自宅玄関

と人り口の献花

（現地対策本部長 と

咲約筆記者）

-.）一



2. （社）全難聴阪神・淡路大震災支援体店llについて

(.L ） （ヤI:)→ィ ・j’:i9;II送£)．．こ汐さ 文、Jnn： 本名,~り）”'［・t;.(• :'-.?.f名 Y..7i k と：杉：e+出 1ゞ~,

イ文fiiUふ99又ヤ,,,．人：四災丸Ji',J:'i.介： f'ilS の I町 ·!_;.t: ．｀年；窃 • ... J:．ム········································-··································•····································································································································'·································"······" 
J !） 9 5. 1. 2 5 

I．全 1,i．I北父沿千文Jaご本名,~ (，没ir国 19i…令燻駐木淵If務99i)

*I:たる｛f：務

見地対田木部と 0)述絡↑，＂情 を↑"fJll！し介 l~1 各郡氾r.f!, ！ （政令屈Ii)J'’"“‘会TO)救桜i,ri勁の統括をfiない
l刃係椙団了へのt,'i恨糾供及び収リ！と救済n令0)賄杖・と行99！を行な うn

＊哭務内容

(j).fl.!地対笛人祁よりのt,'itv及び＇及屯を把料しと桜 i,ri動齢M湘ぷ
②災••'｛滋桜金述り力の推進及び受付

(:I)令l中各J』1.，J.凶会の幻荘i,"加 ）喚起とf,""q)糾供収1(
(4)令汲!ifとの迎岱を Jl• り ＇ど約叩dれの女船 i,"加）』叩

(5）9月係訊1・（公Ii及び情氾環l刃へ0)＇以山'i及び.i!ll紹
(6)関係1、JI休 との辿撓

G)その他ィr務遂行に必＇だなt・務

＊机成1.I

令難駐Pl!'IfJ <•他木沼役 LI及びli閏協会会 J<·
令 ＇以uf人．ill£ll

ll..J.t 99"リ，しiJ-.!J.也文J'i'.ねふ• f'il5 (，没i,'ぼ研・・◆．i!.以 Ii船合R,hl：センクー・）

*l：たるfr：務
救桜対m人郁へ規地t,'i情を糾供すると 共に救桜内容を協ぶ検，iヽ！すると共に神li,lj情融名協会及び各女沼
と(J)削横を寮にし逹鞘な女!m,＂ihを行な う^
＊叉務内容

0)骰災行(/)状況把料

G)妓災名への↑l"U糾供
(3）骰災れへのり1，湊叉務

(4)対芯人渫へのt,"μ糾供及び女桜訴煎，!Ipl,(/）“‘沿
＄）安約下記通，iしれの現地派in
（6）各女祁山地対muへ0)Ni恨穎遠と迎絡より祁
⑦観災地の I• I 沿休対笛木渾との t,'itt!交換と女桜笛0)';勺｛
R汝拉金の規地受付と"91！及び観災行への交付',,粉
⑨!，リ内関係訊1.f公Ji及び1月係l‘ll体との}II絡

⑩会il以外の馴人よりの女桜11',I介せ'J9務処Jll!
その他必安な哭粉

＊柄J£U
Jし卜1(！，ば員駄れh,Ihl：協会会I<f仇役．I.I
神｝りIi類駁れ協会会la•他役il

Jt卜1i!，り＇及約下記サ ー クル迎餡協i員会会l-!.他役ll
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(2)  全美距ぎ本 音I~ しこ：ホう しナ る 上也 震 女寸 策

全難聴阪神大震災対策本部

この度の阪神大震災で犠牲にな られた方に心から哀悼の意を表 します。また、家屋

の損俣や負傷を負われた方々にお見舞い申し上げます。

さて、兵庫県南部地震が発生してから 10日間が過 ぎようとしています。今回の地

震の被災状況と阪神大震災に対する全難聴の取り組みとその意義に ついて、 報 告した

い と思います。

あの困難な中で、兵庫県難聴者福祉協会では 16の協会会長の無事が確認されまし

たが、残念ながら 36 1名の会員数の内、芦届市 2名、西宮市 2名の方が亡くなられ

たこと が確認されています。その他負傷の方 2名、家屋倒壊 11、家屋損壊多数、未

確認 7名 、未連絡協会 2 (1月 25日現在）という状況です。神戸市難聴者協会でも

1 0 1名の会員中、 80名弥 (1月 25日現在）の無事が確認されたとのことです。

人•J.:兵叫県難聴者伽祉協会会長は 、 肢災直後から握りめし を持って半塚の会員宅を 回

り、 4日間かかって無事 を確認されたとのこ とです。

何人かの方か らの報 告により ますと、地震と同時に補聴器を手探りで探したが見当

たらず、 後 で自宅 に戻って、見つけるまで何の行動もできなかったとか、 テ レビも ファ

ックスも付かない中で何より も 「状況の把握がしたか った」自宅にいても避難所でも

「様々なお知 らせがアナウンス されるが何も分からない」という聴覚障害がゆえの困

難が浮かび上がっています。

こうした中で、全難聴と現地難聴者協会は直ちに行動を開始しています。地震の発

生と 同時に 、全難聴はすぐさま組織的に対応を開始し ま した。

1 7日

地震発生後、直ちに理事長名で総理府陪害者施策推進協議会、厚生省、 郵政省、 自

治省、 NHKに対して、難聴 ・ろう者のためにNHKのニュ ー スなどに文字に よる情

報提供を行うこと、自治体からの避難・救助の情報は聴覚障害者にわかる方法をとる

こと の 2点で情報の保節を第一 に要望し ました。厚生省から、直ちに国土庁、 NHK、

民放等に要望を伝えた旨の連絡がありました。

兵庫県難聴者福祉協会、神戸市難聴者協会と連絡を取り始めるも返事なし。

名古屋の高木氏が緊急時災害情報システム委員会として、台風情報と 同じよ うにパ

ソコン通信ニ フティ ・サープの節害者フォー ラムのテ レビで報道された地震情報のファ

ックスがあり 、各協会 に丘信、

1 8日

横浜福祉大会につ いて、実行委員会と 協議していましたが、西宮難聡者協会の渡辺

ゆかり さんより無事と連絡が人り ました。 小島情報保障部長よ り他団体との共同行動

の提案あり 。

-8-



1 9日

早朝 4時、高木委員より、寝ないでまとめて 1頁いたパソコン通信のインタ ーネ ット

からの情報の大量フ ァックスあり n 午後 3時 15分に兵庫県難聴者福祉協会尾上事務

局長より第一報が人り、大卜会長と 漸く辿絡がJr又れたこと、 新11.¥iで紐牲者 2名(})確認

をしたこと、 依然として会員と の連絡が取れない状況な ど報告があり ました。

ワールドパイオニア社より、見舞いのファックス n

ベタ ー コミュニケーション研究会の「いくおーる 」誌の緊急特集号の座談会出席 を

依頼される，．

障害者(/)生活と 権利を守る全国連絡協議会が厚生大臣に蹄害者救援の要請害を提出

した旨、連絡が人る。 テ レビ等報道機関に聴覚節害者に手話か字搭を人れるよう申し

人れる よう要望。

2 0日

全国の難聴者協会に行動提起をする事を常務理事に確認。直ちに「兵庫県南部地震

に対する活動について」を発信 n 状況報告と現地との連絡に全力をあげること、 NH

K、各民放局に対して要望を行うこと、義援金の取り組みを提起しました。

厚生省から、全国の都道府県に対し、支援イ本制をとる こと、兵庫県、 神戸 市に対し

・（‘な否（／）確認、t,'1報(})l是供、 食，11111(/）鉛’;.、 h1i1A t 1,• 1 |＇iit 4:．i,h) || t l: (/） Iり鉛付Tに-)いて、
通達を出した旨連絡がありました。 (-斎紀信済み）

小島情報保障部長が現地の会員の安否の確認を始めて、以後連 日報告さ れる。

厚生省植村専門官より、全難聴の取り組み状況に付いて問い合わせあり。理事長と

事務局で、事態にあわせて上、日も出勤体制をとりました n

2 1日

早朝 3時のフ ァックスで「全難聴の地震対策（ 1)」を発信し、理事長を中心に地

震対策メンバー を決めました。メンバーは災害のあ った兵庫県難聴者福祉協会大上会

長（常務理事）、同尾上事務局長、 神戸市難聴者協会中堤会長、隣接県の京都府山口

会長（副理事長）、大阪府上野会長（常務理事）、岡山県浅野会長（理事）、京都市

小畑会長（理事）、奈良県上田会長（理事）、滋賀県庵原会長（近畿 プロック長）、

情報保障関係として佐野要約筆記部艮（副理事長）、名古屋高木会長（緊急災害情報

システム委員会）、 小島情報保障部長，．

NHKや NTTへの要望書の起草、全要研との協議、厚生省、テレビメーカーヘの

協力依頼など を分担"

朝 9時過ぎ、 地震発生後翌日からバイク で往復 10時間かけて現地人りしていた上

田会長より報告が届く＂あまりの惨状に涙無くして正視できない。避難所にいる難聴

者は食事の給付 、 給水 •もア ナツンスな(}) で受け損ね ることも、．夕刻 1 8時過ぎ、大上

会長から、 早朝 よ り握り飯を持って宝塚(})会員宅を一軒一軒回って安否を確認してい

る旨報告が人る，．家が倒壊している会員が 4人。要約筆記者の家も被災。

神戸市中奥会長よ り、 会員の消息調査依頼あり 、終 日兵庫県本部、 警察に問い合わ
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せを続ける。

深夜NHKへの要望書出来上がる、直ちにノ` ァックスで送信。

長野難聴者協会窪田氏よりの要望書も送信。

2 2日

NIIK編成局文字放送木村紀征部長に要望書を手渡す。 編成局と 報道局に伝える旨、

回答頂く。 テ レモ日本取締役榎原編成局長にも文字情報 の重要性を説明。同日深夜よ

り、文字放送画面を NHK一般放送（地上波）で放映 する` ．

埼玉川原会長より NHKへの要望書送 った報告あり。 郵政省大臣官房にも NHKへ

の要望書を善処Ji要請。 「震災募金についてのお願い」を各地の難聴者 協会に杞信。

全難聴顧Ihlみみより会鈴木点美会長よりお見舞い(l)ソァックスを いただく、．人谷相

談役よ り、激励と各協会で地｝じに対して災害対策を求めるよう提案あり。

2 3日

令要研下：l―}事務局長より 、令嬰研の体制について連絡 あり．．中心は下出事務局長

(052-803-4624 Fネ ッ ト） 、人阪細洲さん、 岡山池Ill［さん、｝は都心原さんがそれぞ

れの要約筆記サー クルのとりまとめ。全難聴相談役各位にも義採金の依頼を郵送する。

日本福祉新聞より 、全難聴の被災状況と取り組み取材。

【厚生省に追加の要請】

1. Hi 装具 •1 1 常牛話m 貝 (1)円交付に新規の文字放送 ・アコーダー も）JI) える、．

2.補聡器の給付も福祉形補聴器以外の給付を受けら れ るよう弾力的 な連用をとる。

3. 避難所にいる聴覚陪害者のために他市県の要約筆記者の受け人れを図る。

4.テ レピ、文字放送の情報の再i布の著作権の許諾0)免除を依頼。

5.聴覚障害者情報提供施設の支援の取り組みの佳化。

現地対策本部の設酒場所に ついて、地震対策メ ンバーに検討依頻。岡山県浅野会長

より、 激励とNHKに要望書を出した旨報告 あり 。大阪上野会長より 、NHK大阪放

送局報道部牛活情報班から情報提供依頼 0)ファックスがあ ったと 報告。

2 4日

全日本ろうあ連盟、全難聴の連盟で文字放送普及推進協議会に、 被災地の聴覚障害

者団体に文字放送テレピと画面プリンタ ー を寄贈して頂くよう要望書を提出した。こ

れは文字放送の災害関連の画面0)コピー を会員にファックスで届けることを考えたも

のです。

山口副理事長、 神 戸市に人る。中奥会長宅を訪問。 神戸ろう あハウス視察。他府県

からの応援は交通事情が悪く無理と判断。神戸ハウスよ りも身粋センタ ー などが適当

ではないか。

全国補聴器販売店協会、リオン（株 ）に補聴器サポー トセンタ ー （仮称）を打診。

リオンより、対応可能な補聴器店リス トを人手。

（社福） 聴｝J障害者情報文化センタ 一宮澤事務局長より、 被災見舞いと協力の申し

出を 1頁<n 
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2 5日

兵庫県難聴者福祉協会で現地対策本部設演。

（部長 ・大上清 宝塚市総合福祉・センター団体事務所内 TEL・FAX 0797-81-4651)。

令難聴阪神大震災対策本部設置 ，、

（本部長 ・高岡止 事務局内 rAX 03-3354-0046) 

朝 日新聞の取材を受ける。阪神大震災と 聴覚障害者について話す（高岡）。

郵政省大臣官房よ り、 「平成 7年兵庫県南部地震に対する郵政省の対策に ついて」

（全 10頁） 報告あり "

テレモ日本編成局長より、阪神大震災関連文字放送特別番組について、連絡あ り。

・905#NJJK災害お知 らせ

・ 1 1 9＃テ レ・モ災害情報

・ 122-126＃災害死じ者名簿

小島情報保障部長より、 制度に関する問題について情報提供。

2 6日

富 I；通iゼネ ラルより、文字放送プ リンター届く"

2 7日

障害者協議会より、兵庫県南部地震情報No.1が届く。

2 9日

|：野会長、字田副会長が宝塚現抽木部へ人る，、
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(3)全 輝峠環叶h勾 策本部の店釦J ~ .A.. 戌

(3) -1 難聴現地対策本部設酒に全るまでの経緯 と主な砧動状況

月 日 9H 事 項

1. 1 7 火 地震発生に伴い県難聴大上会長と県難聴組織担当萱原理事が宝塚

市総合福祉センタ ー に急 速集まり、市内の会員安否の確 認と 被害

調査の対応について協議する。

1,18~21 水 各地域 （紅、誼、戸屋、胆i、羨屑 等）会長が会貰宅を巡回し、安否確認と被

災状況の確認と見舞いに巡回する。

1. 2 0 金 全 難聴高岡理事長より兵庫県南部地震対策について県難聴会長に

対応指示し同時に兵庫県福祉部長宛に聴覚障害者の安否確認と情

報保節に つ いて支援汲i]けを行 う．．

1. 2 1 上 全難聴地震対策委 員を高岡理事長が指名した。

NHKに対 し聴覚障害者の情報保障を全難聴理事長名で要請する。

1. 2 2 日 全国要約筆記問題研究会（全要眉）が中失難聴者への情報支援体制を

整えると共に義援金の呼び掛けと受入れ口座の設定がなされた。

全難聴が義援金の呼び掛けを全国の各加盟協会に行い、受人 れ口

座を設ける n

1. 2 3 月 理 事長よ り神戸 市内 で全難聴現地対策本部設酒の検討要請がある。

1. 2 4 火 全 難聴山 口副理事長が神 戸 市の披災地を訪ねて神戸市内での支援

対策本部設置 を神 戸市難聴者協会中輿会長と協議した n

兵庫県難聴者福祉協会では、大上会長宅で三役と激震地の西宮池

田会長及び県要連小川会長が集まり 協議 した結果、 対策本部を宝

塚市総福祉センタ ー に設躍することにして関係当局と交渉するこ

ととした。

1. 2 5 水 宝塚市総合福祉センタ ー を対叩本部 として 利川承諾 を宝塚Iri社 会

糾祉協i社会 に咲請し 、許 u［された(/)で直ち に本部を設溜し全難味
本部及び NIIK等関係機関に 周 知 し支援 協力を求める＂

1. 26~28 木 各被災地域協会の会員安否確認 と枝 害 状況(/)把握に努める．．

1. 2 9 11 小島情報部ltより「歓災者がi,［川 できる 制度j「粘 神 I(1iへの対応」
等の FJ¥X情報が着信し被災地協会に固知する。

県難聴加盟各協会に対 して 肢災状況調査依頼に つい て、その結 果

を返信するよう 本部長名で督促した 。大阪難協上野会長他来訪。
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月日 III u 
↓

L
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瑣

ー1 1 -

1. 3 0 |月 i京都市要約筆記ボランティアより西宮市域の被災状況視察の感想
を本部宛 FAXにて寄せ られた 。

大上本部長、松谷対策委員が芦屋市役所を訪問し支援行動計画に

対する協力要請を行な う．．

1. 3 1 I火 I全 難聴山 口副理事長来訪、全難聴現地対策本部支援行動の取り
糾 み につ いて協沿し緊氣対策会泌の開催 を決＇疋しに，、

全 難聴吉田且マーク部長より救援物資 として ［且マ ー ク］が届いた。

2. 1 I水 I全難聴被災難聴者第 1次支援行動対策会議を開催した＾
（出席者） 〈難聴者 協会〉山口副理事長、大上現地対策本部長他

〈要約筆記者〉全要研西原委員、小川県要連会長他

2. 2 ¥木 l兵庫県聴覚障害者協会須磨理事長来訪、支援対策につき情報を交
換し、今後の協力方法について話し合 った。

広島市［おりづるl小西氏から神戸市内の状況について連絡が入っ

た＂

2. 3~ 91金 I第 1次支援行動を開始する．，
神 戸市灘区、 兵庫区、須磨区、芦屋市、 西宮市、 宝塚市、伊丹市

明石市 淡路地域（ 京都、大阪、奈良、兵庫、 神戸の各協会の難

聴者 12名及び要約筆記者 21名が支援行動参加 ）

2. 4 I上 I大阪市難聴者協会新谷会長、安達事務局長来訪。

2. 1 I火 I山口副理事長来訪し第 2次支援行動対策会議についての打合する。
文字放送普及推進協議会に要望された文字放送内蔵 テ レピ、プリ

ンタ ー東芝製品寄贈される 。

2. 9 I木 1第 2次支援対策会議を開催する。
（出席者）

〈難 聴者〉 大上現地本部長、滋賀、京都 兵庫(})各会長他

〈要約筆記者〉全要研西原委員、県要連小川会長及び、奈良、

神戸の要約筆記サー クル代表

2. 12 ~ 1 GI 日 l第 2次支援活動開始する。
神戸市中央区 漑 区 東漑区兵庫区 長田区須磨区垂水区

芦屋市宝塚市川西市伊丹市尼崎市明石市淡路地域

（奈良大阪市大阪府 兵即県京都府 京都市滋賀県各

協会難聴者 64名 要約筆記者 12 9名が支援行動参加）
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月 II I II I I ’l l. 瑣

2. 1 3 I月 I県要連が支援行動に ついての対策会沿を開催した n
岡烏 （芦屋） 二浦 （西宮）中村 （川西）田中（三田）小川 （宝塚 ）

2. 1 9 I日 I全難聴高岡理事長、山口副理事長、宝塚 l|i内現地視察。
午後現地対策会議開催する。

（出席者）

〈本部〉 高岡、山 口、 〈県難聴〉人・I:、松谷、池田 、首原

〈神戸難聴〉中困 、坂上、 大橋、鳴滝、中村 、加藤

〈全要研〉 ド出、 西原 〈県要連 〉小川＂田中加

会議後、高岡理事長、 ド出全嬰研事務問長等は凸宮市内の歓災地

視察を行な った、，

2. 2 1 I火 I補聴器、 FAX等の救援物資に つき兵府県節害者支援センタ ーに
給付要請 を1iな った．．
共庫県立 リハ ピ リセ ンター、兵庫医科大学等 の巡回 チー ムによる

医療ボ ランティ ア活動につ いての情報を人手し 即時、 当センタ ー

大窪 STに第 3次支援行動への協力要請を依頼し了承が得られた。

同時に県難聴者協会加盟地域協会会長に支援行動の指示をする。

2. 2 2 I水 I第 3次支援 活動計画(J)骨子をまと め関係者と協議し決定する。
兵庫県立 リハピリセ ンター大窪 STに第 3次支援行動計画案 を説

明し協力依頼する。 そして了承を得る 。

2. 2 s I日 I第 3次支援対策会議を開催し 、 高齢 や隙害、病弱等の理由で避難
所にいる難聴被災者(/)援護を行 うこ とを中心として医療巡回チー

ムと 協力し て取り組む方針を決めた ，．

（出席者）

〈巡回ゾ・ー ム〉岸田氏（大阪府、，T.身体樟害者福祉、センタ ー

付屈病院耳鼻咽喉科検資室）

〈難聴者〉人□上本部長、浜野 （岡山 県） 板垣（滋賀県） 中河 （滋賀県）
中困（神戸 市）上田（奈良県）尾上 （兵庫県）

〈要約筆記〉全要研四原委員、県要連小川会長他

義援金第 1次暫定支給 を行な う。

総額 1, 020, 000円 対象者 10 2名

2. 2 s I火 I全要研藤城会長現地対策本部来訪し情報通信費を贈呈さ れる 。

3. 2~ 81木 I第 3次支援行動開始す る。
神戸市兵庫区、長田区、須磨区、中央区、東瀬区、灘区、垂水区、

西宮市、 宝塚市、芦屋市、川西市、伊丹市、 尼崎市、明石市、
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月 日 8ヽ 事 項

3. 2~ 8 木 淡路地域を大阪府、岡山県、奈良県、 滋賀県、京都府、兵庫県、

京都市、大阪市等の難聴者 22名要約 筆記者 42名が支援行動

に参加した 。

3. 5~15 El 淡路全島、 神戸 市西部、東部、西宮 及び宝塚 、伊丹川西尼崎 、
を区分 して補聴器等医旅 チー ム の避難所現地人り．，

3. 6 月 被災難聴者のために ソァ クシミリ の寄贈申し人れがあ った.,

松 下電機産業株式会社 4台

リ：J- 株 式会社 1 0台

3. 1 2 日 現地対策本部に て義援金杞分会議 を開催した。

（出席者）

〈難聴者協会〉大士、中輿、尾卜.、松谷、上野、坂川、中蜆

池田、石田、加藤、西岡 、境

〈汲i私J叩，記者〉小JIIM 、111村 、保地

•-- - ---—--—--·—-
3. 1 6 木 県hli聴器 メー ）J販売］占協会(/)宮水会長に第3次支援行動について

報 告と今後の協力を依頼した。

3. 1 7 金 シャ ープ株式会社 よ りFAX2台寄贈する 旨連絡あり 。

--- -•一•---—•一—・~—--— 
3. 2 5 | ・ • 全国補聴器販売店、メーカー 協議会よ り残りの救援補聴器 10台

を対策本部に預託をする旨の連絡 を受けた 0

3. 3 0 木 文教大学田中助教授が来訪される。

難聴者 (/)被災状況、情報人手事情 等と 第 1次～第3次支 援行動につ

い て質問があ った。

なお、震災時における難聴者等の行動アンケート調資の協力要請

があり協力 を約す 。
• ~ 

4. 2 日 現地対策本部会議を開催し今後の支援方法について協議。

（出席者）

〈難聴者協会〉高岡令難聴理事長、大上本部 長 他

〈要約箪記者〉下出全要研事務局長他

4. 4~15 火 救援対策 として 頃いた FAXを枝災難聴者 に届 ける 。 16台。
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月 日 員廿 事 項

5. 5 金 義援金第 2次配分協議と杞分作業。

大上本部長、小川県要連会長他関係者にて行なう。

総額 4. 9 9 7 會 0 0 0円 対象者 4 5 9名

以降変更追加支払い 49 8. 0 0 0円 対象者 48名

5. 1 5 月 西宮市被災難聴者より補聴器給付要請があ った。

5. 3 1 水 現地対策本部の臨時電話を本日をもって廃止し、宝塚市総 合福祉

センタ ー 内のボ ランティア活動センタ ー を使用することとして関

係機関等各地域協会に周知する。

6. 3 土 文教大学田中助教授対策本部来場しアンケー ト調直の 協議する。

6. 6 火 災害対策資料の整理．．

6,17~18 t 全 難聴総会で対策本部の経過の報 告とお礼．，

6' 2 3 金 字幕放 送テレビの寄贈に対するおネLの感謝状を松下電器に全難聴
贈る，，当日の理事長代罪(/)人」こ兵庫県難聴者 協会会長が出席。

当日の贈 呈 式の状況が毎日 放 送で放映 された．．

7. 3 0 H TC研 究会『阪神淡路人震災より見える 邸覚蹄害者問題』の分科

会で対策本部 よりの報告を大上兵庫県難聴者 協会会長が行なう n

9' 
， 土 全国要約 筆記者静岡人会のシンポジュ ー ムにおいて対策本部の活

動報告を行な う，．

9' 2 3 日 京都北部の聴覚障害者問題を考える集いに震災報告を行なう。

1 O. 7 土 全国難聴者福祉 大会横浜大会で支援感謝報告，．

l l. 2 3 木 震災記録報 告宙編 集会議を西宮市総 合福祉センタ ー で行なう＂

1 2. 23 土 震災を巡 っての座談会を開催する （宝塚にて）
-- --ー・ ・，

118. 1. 13 _I・. 第 2回震災記録報 告因編集会 沿 （於 ・屯塚l|i総 合副祉セ ンター）

3. 2 0 水 震災llft子 の編集を終えて印刷発注．，

4. 1 O 木 全国関係者 に発送予定 (50 0部）

.・-l li -



(3) -2 神 戸市難聴者協会における活動記録

月 日 剛8 事 項

1. 1 7 火 地震発生直後 よ り会員の安否確認(/)た め TELとFAXを し、直

後に通じ た所 •もあ ったが FAX はイサ通が多かった n

交通機関もノゞスのみで殆ど迂回運行。

近くの会員同志で協力し合って、或いは単独で安否確認に終始す

る．，•大半 は無事で はあ るものの、日頃付き合 いのない会員 に つ い

て は確認が遅れがちとなる。避難所が不明だったり 避難先の交通

が 不通だったり がその理由 。

1' 22 日 毎 日新聞へ安否確認のと れない会員へ連絡の呼びかけ をf易載する。

1. 2 4 火 全 難聴副理事長 ・山口武彦氏が京都 より片道 7時間 もかけて会長

宅（ 神 戸市兵庫区）を訪問。 神 戸 市内 での支援方法等につ いて 協

議，．この時点で会員の 8 0％弥の無事の確認が得られる。

1' 2 6 木 会長名で安否確認と被害状況、支援方法等の 内容の文書を分担で

全会員へ FAX送 信。 FAXが不通の所や安否 の確認がとれない

会員には 、地震前の住所で往復はがき（ 所在 地 を連絡し てもらう

ため）を同封して郵送＂

1' 2 7 金 神 戸 新聞へ要約筆記通訳 者が必要な場合の連絡先を揚載。

会員の 95％強の無事を確認。

2' 1 水 ［第一 回 ・全 難聴現地対策本部会議Jへ 当協会よ り2名 、 OHP神

うべよ り2名が参加．．以後 2月末日まで、全難聴現地対策本部の

Ji々 と共に数回にわたって 避難所を回る。

2' 5 日 毎日新聞へ要約筆記通訳者が必要な場 合 の連 絡先を掲載 。

この時点で、ようやく全会員(/)無事を 確認，．

2. 2 8 火 ［号 外 ・第一号」発行。震災に関す る情報（仮設住宅 の申し込み方

法、義援金や日常生活用具等の交付方法等）を満載し、分担で全

会員へ FAX送信" FAX  o)ない会員に は郵送。

以後、 1 9 9 6年 3月上旬まで定期的に発行する 。

3. 3 金 全 難聴現地対策本部か らの要請で避難所で補聴器に 不自 由 を して

いる方には罹災証明があれば無償提供する こ とを神戸新聞に掲載。

3' 1 9 日 震災後初の例会＂ 当 協会事務所のある 市立総 合 福祉セ ンター近く

で、会員の近況報告も兼ねて の集い n 元気で再会でき た こと の感

激にひ たる。
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月日 1酎l 事 項

3. 1 9 日 1 この 日にな っても）jス、 水逍が使えな い地域があ った m 電気は殆

どの地域で使用可能だった．．

会員の家屋の破害 状況は全焼 2棟 、全壊 18、 半壊 23、一 部損

壊 2 6 (3月19廿紺UI員）

当 協会事務所のある市立 総合福祉セ ンタ ー は幸 いに も全壊は免れ

たものの、 U ッカー 2個 、茶器類等 は全て損似した n

4. 1 I上 I震災後、 新幹線が開通 。全難聴理事長 ・高岡正氏、全要研 事務局

4. 1 7 
~ 1. 2 8 

長 ・下出隆史夫妻が来神 。 当 協会の事務所 を視察(/)後、避難所を

巡回 n

当協 会の I震災相談本部l設置。

月曜日か ら金曜 日まで午前 10時か ら午後 4時 まで（ 土曜日は正

午まで）専従 者を 当 協会の事務所へ配属。

期間中 、新入会者 13人。

福祉機 器（文字放送用アダプター、 FAX、お知らせランプ、見

える ラ ジオ、合図君、ライト ー ク、 補聴器）等についての問い合

わせ多数。

避難所か ら仮設住宅へ、親類宅へと 移動 された方が多く、住所や

FAX番号の変更が多 数 。

4,16 1 日 I例 会。会員同志の激励も 兼 ね て「花より 団子会」と 称 して須磨浦公

園にて開催。雨にもかかわらず多数の参加者。

5. 16 I火 I全国(/)難聴者協 会、製釣筆，記サー クル及び値人の方々か ら販いた

5. 2 8 

7. 2 

義援金を会員の方へ手渡す業務を開始。会員の 98％の方に受け

取 っていただく。

日 I総会。会場の確保が困難で苦慮した末での開催。例年になく多く
の出席者。特に新入会者の参加が多か った。

日 I例会。震災にちなんで［市民救命士 講習会」を開催 、`
聴覚障害者を対象と す る初めての試みとして、 神戸 新聞に掲載さ

れ る。

双8年 1.1 71水 l冥災ーl,fl年 ．．
神戸 市 合同追悼 式（ボ ー トアイ ラ ンド）で は 、 OllPに よる＇炭 約

筆記通訳と キ 話通訳もつけて 執り 行な われた。
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(4) 阪神大震災に係る言者機関への要望

N I-IK御1j1
平成 7年 1月21日

1 6 2東京都新宿区市谷台町 14 

MSビル市ヶ谷台2F

（社）全LI本難此者・中途失聴者団体連合会

fl I！巾｝こ・ 1?il沿l 1 1••• 

兵庫県南部地震のTV報道についてのお顧い

このたびの兵庫県南部地震(/)TV報道に際しては昼夜を分かたぬ報道を続けて

いただきましてありがとうこざいまず， 私どもは聴覚防害者の団体で、中途失聴

者と難聴者で組織されている団体です．． このたびの報道では、私どもは残念なが

ら見ることはできても、アナウンスの内容が聞き取れず情報0)人手に苦慮致 して

おります．．つき主しては卜記の通り汲⑰致し:t·,J ので、可能な限り J~覚粋害者へ

のこ紀慮をお顧い致 します，、

記

1. 報通(/)うち、屯咲な部分 9.l ぜひ 一「・・苫きで椛いま •IJ. III(/）で、文字で画面(/)一部

に表示して卜.さい＂ このたび、 NHK教育TVで消良をたずねる時間を取られ

ていますがあの様な千賓きのもので十分です．．

2.ライソラ（ンの情報は特にアナウンスの間、文字表示をお顧いするとともに

繰 り返しの報道をお顧い します。重要な報道で文字を出される場合は、文字の

点滅表示もご検討下さい．． ・ガス(/)'安令装溜が働いて）Jスが止まった場合の元

に戻すやり方は、図面ぐ説明がなされていたと思いますが、時間をずらして何

回か繰り返して報道していただきたかったと思います、9

・ 『危険な建物に近づかないでドさい』とか、 『家の中でもガラスなどが散ら

ばっていたら危険です(/)で、スリッパや靴を履くなどしたほうが安全です』

とか、 『火の元を確認し、ガスの元栓を閉めて下さい』とか、普段は常識に

なっているよ うな事も今回のような地震(/)よ うな場合はパニック状態になっ

てしまい、つい忘れがらです。そのために報道していただくのですから、耳

の不自由な私たちにも分かるようにしていただきたいと思います。

3.聴覚陪害者や、お年寄りで耳が遠くなった方々は、画面に文字が出ない限り

アナウンスの内容が全く伝わらないことをご認識いただきたいと思います。

4. アナツンス中に飛ぴ込み原稿が人る場合は、まずテロップや文字板が画面に

出ません。月の聞こえない私たちは、なにことが生じたのかと心配になります
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が、 それつき りで次の話題に移って行くので、とても気になります。特にこの

地震の被災地では地滑りの危険性が予想されますが、アナウンスの間、 この様

な命に関わる報道は、どんな走り書きでも結構ですので、 その注意事項を画面

の下にでも表示して下さ い"

今、 22日の午前零時のNllKのTVニュースが流れていますが、 『7Oミリ

の雨量が予想されるので、 地滑りな どに 1—分ご注獄下さい』とアナウンスされ

ています。しかしながら、聴覚阿害者は全くその情報を知ることができません。

なぜ、文字化して画面に出していただけないのか残念でなりません＂そ れとと

もに、障害者への配慮が報道に欠けていると思わざるを得ません。

なにどぞ、以後の緊急放送に際しては、全国の視聴者に報道するのだという考

えでもって必ずテロップか文字板を画面に表示していただけますようにお願い

致します。

これは、台風情報でも津波情報でも私たちが常に不安と不澁を抱くと ころです．．
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NHK御中

95・1・22 

埼玉県難聴者・中途失聴者協会会長

川原英夫

この度の戦後最大の兵庫県南部地震災害について、 難聴者・中途失聴者の立場

から下記の通り要望致します。

1.報道はテレピ画面である程度掴めるものの詳しいことがまるで分かりません。

アナウンサーの状況報告が、我々には全く内容が掴めないのです n 中程度以上の

難聴者にと ってはアナウンサーが「金魚」に見えるだけで、状況が平l]からない分

もどかしさで、猛烈な不愉快さに襲われます。

是非字幕を人れて下さい。何も綺麗な文字でなくとも良いのです。極端な話、な

ぐり書きでも、文字が読めれば状況が分かります。

全国には 「要約筆記者」がいますので、こういう時、要約筆記者を使って、画

面下に 3行位ずつ字幕を入れて下さい＂そうすれば全国 300万人以上の難聴者

にも内容が分かり、緊忽対応、行動が取れます n デコ ーダーですらまだ実施され

ていません。

2. これはテレビだけのことではありません。現地で避難している多くの高齢者、

難聴者は、マイクの呼掛けの内容が分からないのです。大事な水や食料を何時に

どこに行けば貰えるか、 知 らない間に全部終わっていて、後の祭りということが

多いのです．．皆の行動につ られて動いてやっと何とか間に合うケースもあります

が、基本はメ ・・じの回覧や緊急、掲示に限ります．．文字による迎絡が必投イ演［欠です。

アナウンスの他に必ず「掲示板」 「張り紙」をつけて下さい．．

3.生き埋めの人についても同じ事が言えます．． 「頑張れ」という声が聞こえな

い。何時にどうなるのか、紙に書いて示す必要があります n 今の状況を知ること

で心も安らぎ、苦難に耐えることができるのです。

4.今回兵庫県難聴者協会会量が2名亡くなりました n 詳しい原因を調べる必要が

ありますが、場合によ っては音による情報のほかに文字による情報があれば、適

切な行動を取れた可能性があるのです。文字による情報を率先して実現頂き、い

ろいろな他のケースの情報保隙手段の好例を示して下さい＂
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文字放送普及推進協議会御中

1 9 9 5年 1月 24日

（財）全LI本ろ うあ連盟理市長 高田 英一

（社）全日本難聴者・中途失聴者団体連合会理事長 高岡 ili 

兵庫県南部地震における聴覚障害者救済についてお願い

日頃は聴覚節害者の福祉向」て、情報保障(/)ためこ理解賜り 厚く 御礼申 し上げます。

さて、兵庫県南部地震において、私どもの会員b大 きな被害を受け、その救出、

支援に全力を挙げて取組んでいるところでこざいます。

現地において何よりも切望されており ますこと は、電気、電話が切断されている

ために全く状況が把握できないので、情報が欲しいということです。

テレビ各局は、連日、当地震に関する報道を続けておりますが、私ども聴覚障害

者は、全く わか らない状況です。このため、両団体とも NHK、NTT、厚生省他

関係機関に文字、手話による情報提供を強く要望しており ます。

こうした中で、 NHK、テレモ日本他の文字放送で、ニュースや災害情報等が多く

提供されており ます。文字放送は、音声で消えて しま う情報を文字でいつでも繰返

し見られるため、 聴障者のみならず健聴者にも最適(/)メディアです。

これを見るための文字放送デこIーダーとプレビの給付を厚生省、神戸市、兵庫県へ

強く要請しております，．

つきましては、私どもは貴会に以下を要望させて 1頁きたく、 何卒御高配の程お願

い申し上げます。

記

1.被災地聴覚障害者団体に文字放送テレビ（プリンタ ー付）を寄贈して頂きたい

こと。

寄贈先

・ （社）兵庫県聴覚障害者協会理事長 須磨 喜三郎 2台

・ 兵庫県難聴者幅祉協会会長 大上清 1台

•神戸市難聴者協会会長 中輿 信多J)［1 1台

2. 文字放送画面をプ リントして、 FAXで会員に配布するための著作権の許諾を

免除し・（ l頁きたいこと。

3.肢災地災害対策本部、避難所に文字放送テレビの設灌を されたいこと、 あわせ

•（県l係機l関に 文字放送の利川 を呼び掛りられにいこ と、，

4. 文字放送の被災地情報関連番組に、聴粋者こlーナーを設りられたいこと n
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1 9 9 5年 1月26日

（財）全日本ろうあ連盟理事長 高田 英一殿

（社）全日本難聴者・中途失聴者団体連合会理事長 高岡 正殿

文字放送普及推進協議会

日頃は文字放送をご利用いただき有り難うございます。この度の阪神大震災で亡

くなられた会員の皆様のご冥福をお祈り致しますとともに、罹災された会員の皆様

を心からお見舞い申し上げます。

さて、 1月 24日付けで当協議会にご要望いただきました件のうち、文字放送受

信機の寄贈につきましては、当協会に参加するメーカーの協力により下記のとおり

お送りすることにしましたので、ご連絡申し上げます。

記

1.被災地聴覚障害者団体への文字放送受信機の寄贈

各メーカ ーから直接お送り致しますので、設置方はよろしくお願い致します。

2.文字放送画面をプリントして、 FAXで会員に配布されることにつきまして

も今回限りのこととして、了解致します。

以上

寄贈先 機器内容 台数 担当メーカー

（社）兵庫県聴覚障害者 文字内蔵型テレビ 1 松下電気産業（株）

協会 デコーダー及び

プ リンタ 1 （株）富士通ゼネラル

兵庫県難聴者福祉協会 文字内蔵型テレピ 1 （株）東芝

同上用プ リンタ 1 

神戸市難聴者協会 文字内蔵型テレビ 1 シャープ（株）

デコーダ 1 ソニー （株）

プリンタ 1 （株）富士通ゼネラル
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3 一 支キ起 itGf印JO> ↑！既 吃

(1) 直司 J:也女J• 負至オこ音l5 カ、心の幸反告云

全難聴阪神淡路大震災現地対策本部長

雌月9息者11U眉会会長大 上 清

1. し.こ.t ［こンさ/>しこご

関西は地震に徐い、誰もがそう思い備えのない街を直繋し家屋等に壊滅的な被害

と多くの犠牲者をだした木曾有(/)震度 7人震災。

あの日から半年、今、被災地では街の様子も少しづつではありますが涵ち着きを

取り 戻し復興に向けて動きだしました。

ライフラインは全て途絶え、交通、通信機関は切断、かって体験した ことのない

避難所生活等被災した難聴者達は、その時どう対応した(/)か。

1 5 O日余の支援活動を通じて得た私の情報と披災難聴者の声を交え本部からの

報告とします，9

2. :t也震直後：の 2 4 時間

地震の発生直後の情報は皆無に等しい状況にありました＂ fムの場合、停電でテレ

ピ、 FAXは機能しない(/)でラジオと電話（被災地との通話は不能）を家族に聞

かせて親戚、知人、友人の安否確認、情報の人手に努力しましたが激震地からの

情報は全くダメでした。 漸くして通電し テレビの映像（無声）で神戸市長田区の

惨愴たる火災の状況等を見て肢害が広域でしかも甚大であることを初めて知りま

した。

早速、宜塚(/)9|i街地(/)枝災状況を知るにめ自動車（；出かりましにが、信号機の故

障等で交通は混乱し容易に動ける状態でなく途中から引き返し、翌朝、身仕度し

て徒歩で市内の会員宅を訪ねて回りましたが、 激震地の芦屋、西宮までは手が届

きませんでした＂大きな 枝害を被り、 そのうえ身体の不自山な高齢者、障害者の

立場を思うと胸が痛みます。

ある被災難聴者は

…夜は補聴器をはずして寝るので置いたところは覚えているが大きな揺れでどこ

え飛んでいったか見あたらない、幸い古い補聴器を持っていたのでそれを使っ

ていたが、しばらくすると電池が切れて情報は人らず会話もできず本当に困り

ましたと話されていました。又、別な方ですが

・・・家の電話が通じないので親戚や知人の安否を確認するため公衆電話でと思って

いったが「めいりょう」 （音声拡大装置付電話）が装酒されていませんし、そ

のうえ大勢の人が順番に並んで待っておられたのであきらめて帰りましたが、

難聴者の悲哀を感じました、，

…ライフラインが断たれて、断水して水道局の給水車が回ってきても放送が間こ

えないので何度か貰い損ねました。近所の人に通報をお願いするにも、ご自分

の事だけでも今は精一杯と思い大変気遣いしました。とにかく聞こえない話せ

ないことい人にも 言えない苫労 0)述船で4と、ある女f|：・会門が出ってい北した，9
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3. 被災難聴者の支援活動について

(1)現地対策本部の設置

全難聴高岡理事長より現地対策本部の設囲の要請を受け、会員を対象とした被

災状況の把握、情報提供、相談等の支援活動を目的とした拠点本部を宝塚市総

合福祉センターに設置することとして、臨時電話の取り付け、対策本部詰め要

員の確保、手話、要約筆記ボラン テ ィアヘの派遣等必要事項を調えて 1月 25 

日に発足させました。

(2)初動以後の支援行動の状況（第 1. 2. 3次の支援）

支援活動には、全国要約筆記問題研究会（全要研）と全難聴加盟の近畿プロッ

ク難聴者協会、要約筆記サークルの全面的協力を頂き激震地の神戸、芦屋、西

宮、宝塚等の避難所を中心に必要な支援内容の聞きとり調査を兼ねて贈られて

きた救援の補聴器電池、救援情報チラシ等を携行し手分けして巡回訪問を実施

しました。第 2次の支援行動では全国の補聴器メーカ協議会と販売店協会より

被災された難聴者で補聴器を無くしたり壊した方に贈られてきた 30 0台の補

聴器無償給付と無償修理の救援広報を全地域の避難所で実施しました。

しかし希望者は殆どが高齢者で補聴器装用のため補聴器店まで出向くことが困

難で折角の補聴器が役立たないことが判り、その対応として兵庫、大阪の心身

障害者リハビリセンターに所属される ST（聴能言語療法士）の方と補聴器販

売店協会の協力を得て、現地で補聴器の調整を行ない対象者に給付し大変感謝

されました。

因に、支援行動や対策本部に協力下さった要約筆記ボランティアと難聴者の

数は、延べ 73 7名（難聴者 35 3名、要約筆記者 384名）に及びました。

又、支援に必要な救援物資の補聴器や電池、 FAX機器、 FAX用ロール、文

字放送内蔵テレピ、同プリンター等各方面より贈られ支援活動の成果を収める

ことができました。又、全国の難聴者協会、要約筆記サークル、個人の方々よ

り寄せられた心あたたまる義援金も、当初、全難聴本部が予定されていました

目標額を遼に超え、全難聴理事長と全要研会長より被災された所属難聴者会員

と要約筆記者の方々 47 8名の皆さんにお見舞金として頂き、被災地の各協会、

サークルの代表者を通じてお届けいたしました。

(3)復興に向け震災後期の支援活動

3月末日をもって全難聴現地対策本部を閉鎖し 4月以降の震災業務は神戸市難

聴者協会と兵庫県難聴者福祉協会が組織活動の中で引続き実施することに決定

いたしました。

兵庫の場合は、宝塚市福祉センタ ーの本部をそのまま震災対策連絡所として専

任の震災対策部長を設け、復興に向けての行政手続き等の相談、助言活動等に

当たっております。神戸市の場合も同様に協会事務局に専従者をおいて FAX

相談に応えています。

宝塚で震災後に私達の会に加入された女性の方のことですが、一人暮らしで今

回の地震で家屋が全壊し、今は会社の寮で生活されています。処が元居住の被

災地域で住宅復興計画の話が進み、何度か開催される説明会に案内を受けたが、

行っても聞こえないので困って市役所に相談に行き、初めて要約筆記者による
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筆記通訳(/)こと、公費で派遣 される制度のある ことを知り、早速、 事業委託 さ

れている私達の会に派遣登録する と共に「会員に加人 させて ト・さい」 と申し出

されました。 （会肛ならな（てもJi月い釦叫罪でも公'n・tさる）
この様に震災後におりる仮設{l:-t(/）人届、復興に向り ( (J)ti政説明、 F続 き、

地域での話し合い等で コミュニケーション のイ汀自由な聴＇覚障害者や目の不自由

なJI達への対応問題は、私達隙害者自身が声を 人にし て社会に訴えなければと

痛切に感じ ま した 。

4. 震 災力ゞ底しに 多く の砂訓

(1)防災マニュアル（高齢者節害者対象支援マニュ アル）

過日の日 1,•Il 新聞に、今回の様に広域災害で 災害対策本部が機能しない場合の代

替機能をいかに確保すべきか とい った視点が欠浴していたのではないか。いか

なる状況にも的確に対応ができ る地域防災マニュアルの確立と広域防災体制の

整備を急がなければならない と報じていましたが、私達の様な心身に隙害を 持

つ者や高齢者に対応 した緊急時おける支援Ji策 を地域防災マニュアルの中に反
映 させ なければな らないと胆います。

(2)情報ネッ トワ ー ク

地震発生後数日し て全難聴情報保障部長がパソ コンネッ トワー クを通じて得た

情報の収隼提供の対応i.tll:．解で人・いに役ヽ｀r.ち主した ．．
又 、プレビ文字放送での犠牲者名簿、般災状況等の報道をゾ リンタ ーに諒み取

る等は誰にも郎解され素IIけらしい威））を発押 しま した。

情報取得にハ ンディを 持つ視覚、聴覚 言語節害者に対応し て文字や音声等を総

合的に扱え る情柑伝達千段で、双方か らアク •L' ス が可能な マ ル チ メ デ（ ア を 駆

使し たネッ トツー クの整伽が必安である と忠いま した。

震災地神戸でいこの度の経験 を閉注え「i.fl,'1り‘y:Jし」 • 体でド）i 災や復輿情報 を LfJ:

点においたマ ルチメディ ア・イ ンターネッ ト協滋会が発足した と 7月 8Hの神

戸新聞朝刊で報じていま したが、まさし く震災から得た教訓が生か された と思

し、主した，．

(3)福祉の ネッ トワ ー ク

在宅介護ネ ッ トツ ー ク代表の西脇創ー氏は「今回の震災では高齢者、節害者の

死傷者数が多か ったが、いく つか共通点がある。仕宅は老朽木造の文化住宅か

長屋、 そ して年金、生活保護暮らしで、日常生活行動能力の乏 しい ことである。

こう した 日常からの生活面で見守りの必要な人遠への公的援助の手が届いてい

ない。まさ しく人災 と言われるゆえんである 。」と阪神大震災以降・・・震災に生

きる隙害者・・の中で述べてお られます。

こう した事実を踏まえて節害者団体、 老人ク ラゾ、 ボランテ ィア、民生委員、

自治会等地域を網羅 した助け合いを組織化 した福祉のネッ トワー クが必要と患

います 。守備範囲に限定 される行政依存では緊急時には対応できません。

処が人き い壁が＼＇［ ち塞が っております。プラ イバシー保護のため情報公開に制

約があ って隙害者である市民一 人 ・人の存在を知る ことがここ 数年前よ りで き

なので、ネッ トワー ク化、蹄害者の自助組織等の結成を遅 らせている一つの要

因にな って います。 この対応を どう するかが課題 ・
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(4)ポランプ ィアの存在

震災で約 2ヶ月の間に救援活動に参加 した ポランブ （アの人数は 103)75千

人と兵郎県が推計されている。 （桓地賢 —氏 ： 市民とボ ラン ティア 資料より）

このポランテ （アの働 きなく して救援活動は困難であ った下を誰もが認め評価

してい ます n

ろ うあ者、 難睦者にと っ・（要約頂記、 手話通訳のボ ラン・）．ィアの協））なくして

社会参加 •も容易でないの と 同様に 、 震災を 契機に ポラン ・テ ィ アの正しい価値意

義をし っかり認識すべきである と忠います 。

5. オ0 * >り しこ
震災以来、身辺雑事はともかく 支援活動存で超多忙を極めている うちに 、いつ

の間にか木険がはしい＃い夏の季節となって しまいま した。大震災でかけがえ

のない祁い生 命や 苫労して蓄財された ものを失 った方の悲 しみは 言菓に 言い表

わせない程人さ い と思います。 この悲しみを乗り越えて人t2災が残した、いく
つかの教訓を無にする こと な く、 誰もが切れ親 しんだ地域で＇灰心 して暮 らし続

り て いり ることを 顧 って ．． • 以上

※参考資料 酒井道雄編「神戸発阪神人＇震災以降」岩波新占

（震災に生きる節害者：西脇創ー 氏 ）

（市民とポランティア ：浄：地習ー氏）

神戸新聞 7月 8日朝 r4l記事

なお、 この報告‘心は平成 7年 7月 30日昭和大学にて トー タル コミュニケー

ション研究会 (TC研究会）主催 の分科会「阪神人・ロ災か ら見える聴覚障害者

問題」 で講演した内容で・," 
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(2) 支援行動の状況について

(2) ー l. 支援体制と緊急情報

事 項 芦 屋 市 西 宮 市 宝 塚 市

活動できる要約筆記者数 3名 I 0 名 1 0 名

所 在 地 戸屋裔付1り7-6戸!百；害対繋広忍9害匿他員 百；市穴〗寺 Ii1 0 -3 百苫市；言月繁本5鼠言祖位' 自忌后頁洋月I-1 国g商；9村戻Z苔麺言祖を員

活 連絡方法 面 油 0797-31-2121 罹社艮長 面、 0798-35-3130 泣 0797-71-1141 復宦各社u
動 FAX FAX 0797-31-2162 Jl1田氏 FAX 0798-35-5300 FAX 0797-72-8086 土井t

の

l : 
代表者氏名 戸邑商9t者尼合合長 辻本信子 百百后tt旦合合長 池田一義 茸祖夏＂ の合会長 大上 渭

"＂＂い）合 (!':Iii)会長柑行岡島秀子 百苫商べ刀航合合長 三浦容子 豆母サマ 1；ー会長 小 川隆子

連絡方法 泣、 辻本・••FAX 0797-31-7975 柑IB..・fAX 0798-35-5758 大.:・FAX0797-91-0488 

FAX ~I ··· ti. 0797-31-2269 三計，..Ji0798-33-1736 F. 33-6296 1か侃，..kFAX0797-72-5{07 

I 避難 I 避難所数 5 5 1 7 4 5 4 

I 8箇所・・・・・・ 1 0名所 仝上 土屋［者2屋§＂とAt: 不明 1 ! 屈・ ••• 1 名 （天 I ) @ し f けで実 g で 9急 3 1迄
I 

の | 1 7 4箇所中 53個 所 有り 1 状 FAXの有無 公的施骰避難所 ， ＇ •全設置

況

そ〇せ (Ufl支9) t屋者li大はは自そ〇片＃It

I I i言対笈太註9者位 岡島他 2名 赤瀬他 9名 西 山他 8名

活

I随時巡回動 避難所巡回者数 8名 随時巡回難聴者同伴 5名 2名

の

状 外墨より紅E§者屠 5名 0名 0名

況

外蓋へ統9可＂ 5名 3名

その他 (mmmmmm)| 
I 

l| 6 5 名,~ 5名ll!ii5名養倍 5名 I 
! 1. l'i后屋9看§合会長 西岡正晴

IIi百百没ti6 • 2 9 FAX 0727-57-4774 ・ 
Jl11!サマリーR夏 茶木秀勝

' 
JI1百百戻IiI o -I 7 TEL 0727-59-3278 
芽f庁息言者旦合9息[合合長 石田信彦
Hそ百台3-8-16-509

FAX 0727-83-9437 
’ 伊f百晏"iE吾1t長 市原陽子

）［百百9、it4-6-IB-433
TEL 0727-57-8739 

そ ヽ 百艮 9 者〖合会長 加藤友明

そ贄庁尾浜1)3-18-2
I FAX 06-429-6458 

I 月5t農し吾t合合{ 中嶋一平

月5『9[1 0 ? B t ; :— 点 I 

FU 078-922-3797 
，用5E 9 ti E t R § 木本 桂子

号5Eス9,§ r §. t1 2 -1 8 
TEL 078-935-9128 

晨見tt吾B合会長 坂 川 正昭

三9t爾甚IJ責ì  ; 48 0 
FAX 0799-54-0640 

恨[姜ti E君R長 中山佳子

8 t后U2-11-I(

TEL 0799-22-7518 

※この体制は 1月 30日のものであり状況の変 化 を見て適宜対 応する。
神戸市閏係につ いては神戸市 難聴者協会で要約筆記サ ークル「 OHPこうべ」と 連携し避難所巡回及び会員の 被害状況等の把握に努める。

尚、県外よりの応援につ いては対 策本部が状況を見て要請する。
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震汐乏初J具月しこ ：：］りしナ ~>曳さ 念及↑青宰辰

【参考資料】

限ネ申プて窟鬱災曳吝念 ヲ介青幸艮

各市難聴者協会会長様
（現地対策委員）

1.被災者への情報確保について

t-≪13. 1. 2 6 

兵庫県難聴者福祉協会地震災害対策本部
宝塚市安倉西2-1-1

宝塚市総合福祉センター団体事務室内
ffFAX 0797-81-4651 

（讀雌倍FAX) 0797-91-0488 

災害地の各市対策本部に対し本会より中途失聴難聴者への情報確保として要
約筆記者を必要とする場合は本会対策本部に申込するよう避難者等への周知
方の要請をしました。
従って今後、災害対策上の諸手続き等に要約箪記者を必要とする場合は何時
でも派遣できるよう兵庫県嬰約筆記サークル連絡協議会の全面的支援を受け
態勢を整えております(/)で各協会でも会昌に周知してください，．
2.補聴器の再給付申請について
災害を受け補聴器を失ったり破損した場合は最寄りの福祉事務所に申し出て
頂くと再交付をしていただくことができます。
その本人又は代E[！者が身体トi害者・「板を持参し提示し（卜さい．面祉事務所
で供給先の補聴器業者に連絡されます n
又、神戸市内等の被災抽で補聴器を購人され修理等に支障があると思われる
方は大阪、姫路等の補聴器店でも十分対応できます。もしその様な時に補聴
器店がよく判らない場合は本会対策本部、又は地元協会の会長に連絡して処
理することとします。 （業者一覧表は地元協会の会長に連絡済）
3.聴覚障害者専用老人ホームの緊急受入れ対策に伴う希望者有無の調べ
京都府綾部市にある聴覚障害者専用老人ホーム「いこいの村梅の木寮」では
今回の災害に伴う支援措置として、 被災された一人暮らしの聴覚障害者等を
緊急に受人れることを決定し本日 (1月26日）対策本部に入所希望者有無
の照会がありました。
被災者の中にこうした老人ホームに一時的にも人所希望者があれば是非お世
話してあげて下さい。
とにかく希望者の有無を 1月31日頃までに調べて対策本部に連絡して下さい。

4.被災者に対する制度面の問題について
全難聴情報保隙部長より別紙の通り情報が届きました。
一応参考までに送信しますが詳細は最寄りの福祉事務所でお尋ね下さい。
特に、こうした減免があるとか給付されるとか、家屋等の改築資金の融資制
度、借地借家の権利関係等今後災害に関連して制度面についての情報に留意
して下さい。
対策本部でもできる限り早い機会にこの問題について専門家をお願いして勉
強会を開催します.,
5.その他
1月29日のNHKの聴覚障害者の時間に被災地の状況等が報道されます.,
注意して見て下さい＂

※地震災害情親については対策本部の設涸以前は本会事務局より連絡してお りま
したが今後は対策本部で行ないます。
従って各地の被害状況についてはまとまり次第速報で連絡します。
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【参考資料】

l寂ネ申ブ叉震霞災畏さ免野介青幸艮

各市難聴者協会会長様
（現地対策委員）

油 4. 1. 2 7 

兵叩原難昧者福祉協会抽震災害対策本部
宝塚市安倉酉2-1-1
宝塚市総合福祉センター団体事務室内

ff FAX 0797-81-4651 
（庚屑〇〗蘭FAX) 0797-91-0488 

1.対策本部専用FAXの設置と電話番号(/)誤りについ((/)お知らせ
＊当対策本部(})効率的活動を図るため専川の臨時FAXを取り付りました。

FAX番号は 079 7 - S 1 - 4 6 5 1 です。
（電話兼用）

＊先にご案内しております宝塚市ボランティ ア活動センターの電話番号に誤り
がありました、．ご面倒ですが関係者等に周知方よろしくお願いします。

0 7 9 7, 8 1,.. 2 4,1 7 を

.. 0...7..... ~.....7..て....8..1..亡.2 4 4 3． しこil正

なお、各災害地の市対策本部には当対策本部より連接通報しておりますが貴
殷におかれても念のため市対策本部に出向き上記専用FAXの取り付けと電
話番号の誤り (/),1間についてお知らせ下さい．
2.生活栢i祉資金特別貸付（被災者用）のお知らせ
兵庫県社会福祉協議会では阪神大震災により世帯員の死亡や負傷、住宅の損
壊等により生活に困窮し緊急に生活支援を図るための資金が必要な世帯に対
して、当座の生活資金の貸付を行ないます。
＊貸付金額
限度額・、・・一世帯あたり 10万円（特別な事情のある場合 20万円）
＊申込方法
生活福祉資金特別貸付借入申込書に記人のうえ本人で申込する。
※連帯保証人欄は連帯保証人の本人が記人
※避難中等ですぐに連帯保証人の手だてがつかない場合は窓口で相談
(1)持参するもの
身分証明証保険証身体障害者手帳免許証パスポー ト等で本人であ
ることが確認できるも(/)と印鑑
住居の損壊で不可能な場合は窓口で相談する
(2)後日提出するもの
被災者証明書 印鑑証明書（借受人、連帯保証人とも）
償還に関する書類

③申込胄配布及び申込場所は最裔りの福祉事務所又は市社会福祉協議会で尋

ね又．．．F．．窒．．し•¥ ・ ° 
＊資金の交付
申込書記人事項確認の上、受領証 借用書と引き換えに翌日以降指定した日
時に受付た場所で交付される。
＊和l率 年利3% ただし据涸期間中 (1年以内）は無利子とする。
＊償還方法
据置期間経過後4年以内 月賦（元利均等払い）
据酒期間1年以内
＊受付日時
平成7年 1月27日（金）よ り
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【参考資料】

阪神大震災緊急 情報

油 7. 1. 3 0 

各市難聴者協会会長様

（現地対策委員） 兵庫県難聴者福祉協会地震災害対策本部

宝塚市安倉四2-1-1 

宝塚l|1総合福祉センター団体事務室内

ff FAX 0797-81-4651 

（夜IN＇）複倍FAX) 0797-91-0488 

芦屋市難聴者の会員被災状況調査の実施について

芦屋難聴者協会の会員の被災状況の把握と今後の対応に備えるため要約筆記サー

クル代表 （西田さん被災され転居のため代理として岡島秀さんにお顧いした）の

同行を顧い芦屋市役所震災対策本部障害者担当を訪問し協議の結果1月31日兵

叩原＇笈払）下記サ ークル述絡協沿会所屈(/)'伐私）下記サーークル(/)派逍を卜記の通り咲

請し未確認の会員の消息及び被害の状況把握に努めることとしました。

ーし
二

<n

1.実施期日

1月31日午前10時 30分～終了まで

2.調査協カサークル

芦屋嬰払）軍記サークル …•••岡島他 2名

川西 々 ・・・・・・小野他1名

宝塚 々 ・・・・・・小川他2名

合計 8名

3.集合場所等

JR芦屋駅10時 30分集合し直ちに4班編成で現地を徒歩で約17名の会

員の住所を訪ねて調査を実施する

4.調査事項等

その他二l|」サークル咲語中

調査事項等は統一 し県要連小川会長と岡島代表とで協議し遺漏なきよう留意

する。調査終了後は市役所災害対策本部障害者担当（経済課内 障害係長川

田さん）の部署に集合し結果を集約し直ちに市対策本部及び県難聴対策本部

に報告する。以後の対応については調査結果の内容を検討し対策本部より要

請する。
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(2）ー 2.第 1 次抒動計画

支援活動時における確認事 項

1.被災会員の激励を主とするが同時に次の事項を確認する。

(1)避難所における生活上の支援要望の内容

補聴器の調整、電話の代行、所内放送の通訳、その他再建計画に伴

う諸手続きの代行等

②家屋等の損壊状況の調査

③今後の連絡方法

避難所または住居予定の所在と電話番号

2.支援活動に参加した関係者は実施後、速やかに結果を対策本部に報告し、

事後の支援活動に繋げるようお願いしたい。

実施期日 支援活動参加協会名 訪問避難所及び状況確認 集合場所

2月3|」 以都府(})協会山l」 西灘I~避難I)i 新神戸駅

神戸市の協会相川 西漑区居住者 10月30分農合

京都府曰サークル西原’

2月5日 大阪府の協会 上野 聖家族幼稚園 神鉄鈴蘭台駅

宇田 兵庫区居住者 10"臭合

兵庫県匂サークル小川

12名

2月 5日 兵庫県〇う協会藤田＇ 平野小学校 神鉄鈴蘭台駅

兵庫県臼サークル 2名 兵庫区居住者 10"臭合

神戸市⑪サーク）レ 石角

2月6日 兵庫県の協会大上＇ 須磨小学校 神鉄鈴蘭台駅

兵庫県臼サークル 2名 兵庫区居住者 10~隻合

神戸市向サークル 石角

2月7日 京都府0)協会田代 神楽小学校 神鉄鈴蘭台駅

T・薬 長田区居住者 1 0酎農合

京都府臼サーク）し西原9

神戸県匂サークル石角9
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第 ー 次 1弓重力 の 実力色繹告 c 全難陸地震現地対策本部 H 7. 2. I 0 作成

，実
I 

神戸市濯区

施 地 域 担当協会 ＇担当者名，

都
阪
＿
p

京
大
神

＇ 口
溝
川

山
細
相

仝
R
⑦

R小極

R石角

I 
行動日

I 
2月3日

慨要

I 避難所名

西酒保育 所

稗田小学校

"”狂Itぅ貼付I 

実施

実施

I 
実施

有

有

250人士 、単身避罷の難聴者 1名あり。 巡回 時の留意事項
I補聴器の電池を希望。 ・貼 付け用具持 参
養護教諭に面談、状況を確認。難聴学級があるので ・不在 中の連格
難庖者を理解 し、雹池等手配済。避難者1400人中難 i:}手紙
1聴者は 2名。琵琶病院の藤田先生 （滋賀県⑦協会の ・避難所所在 地図
I副会長 ）が救 援活動 をされて いた。 の準備
避難 中の 榎本 氏 （ろうあ者） に出会う。
訪ねた方は就荘中で呑 護婿に依頼する 。 l 

特 記 事 項 備 考

I 
神戸市兵庫区 阪

良

庫

―

p
庫

大

奈

兵

神

兵

I

-

田

谷

田

名
角
田

宇
長
要
藤
ー
石
村

．
．
 
夫
•

他
・
・

野
野
田
田
浦
川
村

上
上
上
池
三
小
中

〶
®
⑦
⑦
{
}
®
®

日-3
 
月?a 

日6
 
月?
-

1
,

-

西郷小学校
病院訪問

I中奥会長宅
藤原氏宅 H)
兵庫中学校

I 
平野小学校

湊山小学校
荒ヨ小学校
河原会委そ乏月訂！

1須磨総合庁舎不 明

須磨区民セン9_1
体育館 1 

南須塔公民館

有

有

明
明
不

不
施

施

施

施

施

実

実

実

実

実

現状報告を受け、中失難租者の要望を把握する。
経済面の支援要望が強 い。 会員 の安否 確認を終了 。
家屋半壊で住居が不安 。

家屋は無事だが余震 不安で避難の 方あり 。
（夜は補聴器を着用しないため紛失、電池を要望）

I 
補聴器は申請すれば給 付される旨ア ドパイス する。
I不在に つき後 日、神戸のR石角さん が訪問する。

神戸市須磨区 庫
庫
庫
良

兵
兵
兵
奈

角谷

石西
谷田

RR 
松森

．． 
上中川田
大田相'r-

6®〶6)

実施 i 
実施

I 
月 実施 l 9 00人が避雉生活してい る。

I 
保 健担 当の要任者に面談し、 難聴者の 間 こえについ
ての 配内をお願 いする。

I 
実施 須磨区は火災がなかったので軽く見られるが、被害

は同じと 強調さ れた。
実施 難聴者が不在中 で実姉に面談し、避甦中の要望を閲

｝ く。他の難聴者のため に貼 紙をする 。

I 
月 実施 I煙聘者宅 （託琵；を訪問したが避難先不明 (}}戻iと弓nhる）
月 実施

I 
月 実施 I 

神戸 市兵庫区 京都R芦田 ・小 損 2月7日 会員訪 問 （堀 口勝計）入院 してい たが退院 して 板宿の娘孔宅へ。1

千 葉 ・西原 （田中一雄）娘さん宅に避 難中 。

日代 蓮池小学校 （池上誠）蓮池 小学 校に避難 中。人工 透析し てい るが

神戸R石角 難聴者宅を 回って 没励 。
蓮池小学校には 4-5人の雉庖者 がいるが 、補稔器
も電池も確保して いる。
神戸心障連 でも 対応し て くれることを伝える，

図書 館 無 実施 生活情報瓦版を 出し ている方に、難聰者への情報も
協 力し てくれ るよう 依頼する。

行動人員~ 1 2名⑮ 21名 | I I 

無
無
無

施

施

施

施

実

実

実

実

補聴器のことで問 い合わせがあった。
須磨区の 避難所一覧表を戴く。
I 2 0 0人。
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支覆i舌動言一卜匡亘i

【参考資料］

平成 7年 2月 1日

NHK生涯学習版組部

田畑様

阪神大震災被災難聴者等に係る

兵庫県難聴者禍祉協会地震対策本部

宝塚市総合福祉センター内団体事務室

TEL. FAX 0797-81-4651 

支援活動対策会議の協議決定事項について（報告）

2月 1日対策本部にてみだしの協議を行ない次のとおり決定し実施すること

と致しました。

記

1. 協議議題

神戸市域等における被災難聴者中途失聴者の支援活動について。

被災地域における難聴者会員の安否と被害の実態を把握し効率的な支援

活動を実施するための具体案を検討し今後に備える。

2. 協議に参加した関係者

全難聴山口武彦副理事長

全要研運営委員西原委員

兵庫県難聴者福祉協会地震対策本部長

神戸市難聴者協会長

兵庫県要約筆記サークル連絡協議会長

神戸市要約筆記サークル会長

兵庫県難聴者福祉協会事務局長 西宮市難聴者協会長

3. 協議決定事項

第一次行動計画を神戸市域として次の通り決定し実施します。

西宮市 芦屋市 宝塚市その他地域はすでに実施中

第二次行動計画は第一次行動計画実施後検討する。
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［参考資料】

l玖文t1--l1ン友分さ言 5廷峨芝、今，しti守中艮

各地域協会長様
1 9 9 5年 2月 10日

（各対策委員）
兵庫県難聴者福祉協会地震災害対策本部
宝塚市安倉西2-1-1
宝塚IIi総合禍祉 l'ンター団体事務室内

ff FAX 0797-81-4651 
（辰屑0月眉FAX) 0797-91-0488 

第 2次支援行動についてお願い

2月 9日緊魚対策会議を開催し次の計画とおり実施することを決定しました。
各位におかれても何かとご都合があろうと存じますが、ご協力ご支援をお願いします。

記
1.第 2次行動計画は別紙の通りでし
この計画は神戸市内は各区ごとに各協会が責任分担して実施予定期日中に実施日時
を決めて、適宜行動を行なって「貞くこととしています．
従って各協会の会長、又は事務局長は協会に派遣要請された人員を会員中より お願
いしていにだき行動既を編成し派遣如行された各区に現抽人り して実施下さい．，
その場合、 1•-f ーム最低、難聡者 1 名と嬰約筆記者 1 名でお願い します。
要約筆記者の派遣について9.L令嬰研より各府県の咲約筆記サークルに要請されていま
すが、 1i動派遣地を同じくする地JC(/）汲i払｝頂記者の代表とこ連絡いただき実施期日と
か集合場所時間等又、行動・｝ームの編成内容を事前によく打ち合わせて間違いのない
ようよろしくお顧いします n
なお神戸の要約筆記者の方は被災者で活動される方が少なく、又参加項いても条件
がありま．，．。まだガス水道が断たれ（おりま-,<I）で時間等に制約されています。しか
し、できる範囲で行動班(/)中にJJIlわっていただきました。しかし神戸の方であっても
市内の地理に詳しいとは限り ませんので、その点ご承知おき下さい．．
各協会で実施行動の具体計画ができますと対策本部に連絡して下さい＾
大阪市の新谷会長は芦屋市の要約者との連絡は本部よりし主すので、行動予定が決
まりましたら本部ま（へこ辿絡卜さ い ．
2.行動班の実施内容は、計画の備考欄にありますよ うに各避難所を巡回して頂き、避
難所の責任者等と面接し主旨を述べ、用意して持参した貼紙の褐示を要請して下さい。
貼紙の枚数は避難所生活者の数を勘案して適宜お願いします"
なお、 避難所生活者の中に、耳の不自由な方の情報保障としてマイク放送に代わる
文字標識等も併用して、難聴の生活者の不便解消に努力して頃くようにお願いして下
さい。 その他、避難所以外の公的施設（例えば郵便局とか区役所等）にも掲示して

もらって下さい。
3.今回(/)貼紙は補聴器の給付とか修理等も、補聴器メーカ ーとか販売店協会の支援で
かなり対応ができることが、昨日連絡がありました(/)で、その内容•も撮示頂くように
用意してお ります(/)でよろしくお願いします。
4．現地人り されました各協会の会長は実施後、活動内容をまとめて本部にこ報告下さ
い。特に派遣者(/)人員氏名等も記録しておいて下さい。後日の参考に使います(/)でよ

ろしくお願いします＂
5.補聴器の耳かけ式の空気電池も救援物資で戴いてお りますので、現地人りされる時
には持参して下さい昨日の会議後お渡しいたしましたが、当日都合で出席出来なかっ
た協会しよ少しですが送りますので現地人り された時に必要な方にお渡し下さい＂
6．救援物資として「耳マーク 」と「濡れティッシュ 」を戴きましたので行動される方

で使って下さい n
7.その他、何かありました ら対策本部に連絡下さい n
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(2)- 3 . 竿二次f可釦J日十画

対策会議における被災難聴者支援第 2次行動計画に至るまでの経過と背景について

現地対策本部長

本日は大変こ多忙(/)中を、しかも火急な会合でこ迷惑だったと思います。特に平日

の開催で仕事の関係 t:、出席できなかった皆様には誠に申 し訳なく思っております。

しかし、こうした災害に対応•4 るための手立て 9.lヽ 一刻でも早く -4 る必‘校があると判断

し開催しました．．又、行動を開始する場合(/)| 1 程等•も考庫してのことです．．

さて、今回の大震災に寄せられました皆様方の温かい御支援に対し心より感謝申し

上げまず．県ドの会員で 3名のJiが亡くなりました．．負イ記者、家熙等(/)損壊を被 られ

た灯達•も 1 0 0名余あります。又、私達を支えてボランティア活動を 1頁＜咲約筆記者

0)ji々 も人き な披害を受けられ主した。

そうした状況の中で地Jじ協会としては会量の支援活動拠点として 1月 25日に対策

本部を当宝塚福祉センターに設置し全難聴対策本部との連携と指導助言を仰 ぎながら

話動を続りて北・ いり主した．．•もちろんfl謡(/)i,！．動には疫約軍，記者の協））なくてはでき

ません(/)で、全要研 をはじめ地元県要連、神戸のOJIPの皆さんには大変ご苦労をお

かけしております。初動活動が他団体に比べ鈍いと批判されておりますが、真に役立

っための支援活動は決して疎かにはしていないと自負しています。 組織の））で華々し

く報道される(/)と違い、地道に努）」して参りました。ところが、破災日より日時が経

過するに従い、避難所における会員以外の難聴者問題、特に高齢の難聴者等を視野に

いれた情報保隙(/)支援活動が魚務となって参りました＂全 難聴は全国で法人化された

唯一•(/）難聴者・中途失聴者の組織体である以上、当然こうした被災時の支援活動には

令））を注ぐ資務がありますで

こうした状況の中で嬰約筆記者の全国組織である全要研より、積極的な支援の手が

さしのべられ当対策本部 としても地元県要連とも 協議し、第 1次支援行動活動を 2月

4日より 7日にかけ令難聴近畿プロックの部の協会と近畿の要約軍記者の応援を頃

き実施し ました。第 2次の行動については第 1次の成果を蹄まえて開始する予定であ

りましたので、本日各位よりのこ意見等を伺い計画を策定し実施に移したいと考えて

おります。

私達の友好団体で同じ庇覚蹄害者団体である「ろ うあ連盟」は連盟本部と近畿組織

を網羅 し地）じ協会をバックアップし 1月t))な支援活動が展開されている状況は難聴者団

体としても大いに学ばなければならないと思います。

皆様方0) ・層のこ支援をお願いしまし

ー ，:-{9-



【参考資料】

緊急情報

碑箕佳 戸ji クヒ tさ5 さ5 オ 1 、 てご し~ ~ > 

莫佳民恋唾音吋コ迄含ダミ耳恋者呑ク＞セ皆栢良 と＼

難聴者中途失聴 者の醤様、 全国 の

同障者から支援が寄せら れ て い ます<≫

オ5 回寸りび＞ こと 力ゞみ;)オ1，しよ、 ―ド 言己王見 H也文J•

策本部 へ FAX し て下さ しヽ ．，

全岬 J[恕耳1 呻対蛮本名•,~

宝 塚市総合磁祉七 ンター 内 団 体 事 務 室

v /＼文 （ てコ~ MI J I l ) （） 7 97  - 8 1-4 6 5 1 

C1)打甫 H恕岩号、 打市 I「恋岩呂用＇ 嘔 t也、 ン アック ン<

等壊 れ た方 しよ 再 検 討さ れ ます，

②病院、 学 校 、住宅などの交渉に要約

筆記通訳者 を 派遣し ます 99

(3)対策本部でも補聴器用 電 池等をお渡

し でぎます。

C4) そ— ク＞ イ也 なんでも れ自 言炎 Tミさ い C・

※これは支援活動で各避難所に貼り付けたお知 らせポスタ ーです
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第 2 次行動酎画実施報告の概要 全甦聴地渓現地対策本部 H 7 2. l 8作成

実施地域 担当協会（担当者名） 1 行動 日 Bnmmt tぅ郎 特 記 事 項

（京都）金福地 ・ 三井•田尾 ・ 加藤 ・ 上松・小山 I 3日 2 4 4 2 4 らず明確な がられない耳の され潤区 （京都） ⑦山口 • 坂本 2月l2日 2 8 8 2 5 高許者で身；人；手！ の無い方9: 多い、遠避ど難いこ所人のJは避が難覇3覆所̀の4も名こ難とと覆、に者ろつのうし状ヽあて者況のは夫意把婦識握がが避さなれ甦してお
荒谷 ・千代・百原 ・磯島・寺田 ていた。 80 、I0 人という きな 、゚

兵庫区 （兵庫）i t 田・山中・沼田・小野 2月！2日 2 4 5 2 4 助産! : 7 O任中t)者心がでに震あよ災るるの。状外況傷把に握よがるよ難く陪、` 襦醗騒についての相談があった。
（兵重） 山 ．笠 ・時 148 44 8 45避甦責 的確な返事が得られた。

藤・： 山・檀田・小川 ・山田 ・室筍 炊きし 。
（兵庫） 西角 • 西 l ~B 1B 5 18 

森田・ 田 ・西田・中鳴・ 小前他 1名

I 
長田区 （大阪） ®山本 ・池田 ・ 上野•新田·小川 ・ 竹下 2月12B 5 0 I 2 9 4 2 避罷者リストを区役所で事前に手配してほしかった。

R上野・流郷 ・尾筍・天野 ・横田 ・白神 ろうあ団体よりの訪問がなされている。

| 須唐区 （兵重）i 後： • 石田 2月12日 1 9 2 1 9 訪問途上で情甕器の電池がないと訴えた方があったので洟した。
川 ・ 豆筍•森； • 西品 ・ 永i 
後 ・ 田・尾 ⑮小・居 I 3日

| （（兵兵庫庫）） 山本 ・石大中岩居垣 • 本 ・Ill培川 ・ 村 148 17 3 17 電池を渡す。

1I （兵鼠） ⑦後尾藤上他・1名 R岡本・小西・中居 16 B 

I 東澄区 l 滋賀l i i 板垣 ＇ ； 原 2月；38 7 21 7 ろうあ者と違い、霞覧者は難鴨を隠す.L方があるため 分かりにくい゜I i I 賀 膿原 田・名倉 ・山本 ・中村 :; B 2 4 7 2 4 昼間は慟きに出ているので、夜とか＿濯、 B環に訪 問ヽするのがよい。
都 1名 葉・ 川地・田代 i 障者手帳を所持しない高齢欝聴者が多い。地震のショックで難島が進んでいる。
i 

酉! • 本 ・田口 ！5 B 稔器を失って西っている。
高 •岡 ・ ロ他 名 l 6 8 粍活動がなされていた

1 長 ・娑中も（＇ 賀） R1安藤 ・能勢・金城 45 13 45 聴器に対する手当に期.待される。
I 山コ・ ；； 石井 i1日

大田・ 西・ 早Ill．桧浦・ 山本

1中央区 （奈良） ⑦...1:田他8名 2月l.iB 38 16 I 3 7 湊川小学校と潤中学校には難鼈者学級があり、陪寛障害者対策は万全の対策で、今
I R吉野他7名 は大自由ないとのこと。 ピラは喜ばれた。

1|垂水、区 （（兵兵庫鼠）） ⑦⑦吉古江江 〇R岡中本居 ・・小末広l11 2月：：；；8~ l l 441 1 1 1 4 他相談と比件餃数なしてし。被害が軽い。

l西宮市 I I i 重I i i 田・ e i 本 R911コ 2月128 64 25 I 5 7 I 祖談件数は少ない?-重 田 ・ 辺 R i ＝浦 ・中橋 ！3日 33 電池の給付が大変圧評で喜ばれる。 I 
I 重 辺 三漏 ・ 橋 14日
1 重 辺• 田 ・三 R中村・赤城 ii 8 I 

厘 浪辺 中西 16日

1宝塚市 （兵庫） ⑦大 J:.. 徳永 • 藤本・高樗 2月：5B 3 4 I 1 2 3 5 震災による補鼈器の紛失、碩損の相荻3件あり。
R小川 ・山田 ・池・ 中下 ・河村

芦屋市 （大阪） ⑦新谷他2名 ⑲3名 2月128 38 9 36 ろうあ者3名 （阪神ろうあハウスで対応｝。避難所生活の中で昼間は慟きに出てる。

川西市 （兵麗） R西岡 ⑲茶木・枕 2月I3 8 1 1 
（兵重） ⑦西岡 R茶木・林 148 

伊丹市 （兵庫） ⑦石田・北山・北村 R屋島・地本 2月11日 4 4 
®青木・安積・大森•藤本・堀内 •原

凰一 加藤 I 3日尼崎市 I i 重I I 加藤 2月1：日 8 3 I 
I ,..重 田 大田氏歎厳父 14日

I • ~周 ＇委悶瓢盃．阿部他 1名 irn I 
明石市 （兵●） S木本他5名 1 9 I 
祓路 （兵重） ⑦坂川 R仲井 2月HB 30 

合計 行動人員c64名Rl 2 9名 708 149 469 
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(2)-4．第 3 次 支翠行動の対応について

現地対策本部

1 9 9 5年 2月21日

第 1次、第2次支援行動の実績を踏まえて、第 3次行動をどう展開するかについて

協議したい。

単に避難所を巡回し被災難聴者の声を聞いて対応援助するだけてよいのか、災害後

すでに約 1か月余を経過し、避難所生活する被災者も順次仮設住宅に転居したりして

徐々に少なくなり地域によ っては避難所の統合も行なわれよ うとしている。そうした

状況の中で被災難聴者は今、何を必要とし、どの様な支援を求めているのかをキチッ

と見極めて対応する必要がある、9

そこで現在までに寄せられた現地対策本部への問い合わせ要望内容とか巡回された

方の意見感想の主なものを列挙すると次の通りである。

1.補聴器の紛失、故障等に対する無料給付修理要望

特に高齢の難聴者で身体障害者手帳を所持しない人が多いので、補聴器を無料給付

されても調整が必要である。 その場合、遠い補聴器店まで行って調整していただ＜

ことが大層である。なんとか現場に調整できる技術者が派遣できないか。

2.避難所生活を世話するリーダーに、難聴者問題が理解されていないケースが多い。

又、難聴者自身も訴えないのでその存在が無視されている。

3.避難所は昼間は働きに行っている(/)で訪問は土曜日、日曜日がよい。 その他色々

と感想意見がありましたが、大体は上記の項目と類似したものである。

そこで今後こうした内容を踏まえて支援活動を展開するのか。

1.補底照問題(/)処即

(1)兵庫県リハピリ センタ ーと当本部との連絡によって医療巡回支援チーム（補聴器

調整技能をもつ言語掠法士も含めたチーム）が被災地にて直接避難者の要望に応

えられることを承知した。

県内被災地の要所に拠点をおいて、しかも一定の補聴器も備えて活動される体制

ですので対策本部はこのチームとの連携を図り申し出のあった一定の地域へ派遣

要請し骰災地難聴者の要望に応えるようにする«•

(2)第 2次行動で補聴器関係は貼紙等を行ない周知されてきていると思うが、上記内

容を含めて難聴者が避難している所に再度実施する。

2.難聴者問題の理解開発

上記行動の中で対応する。特にリ ーダー宛の依頼状を作成し、持参手渡しする方法

-4 3 -



を検討する。

3.休日訪問の計画

できる限り その方向で行動計画を策定する。

4.街頭募金活動の実施

被災者の復興には資金の確保がなされなければならない。 そのことで頭が一杯であ

る。僅かな義援金であっても被災者にと っては貴重なものである。

全難聴も全要研でもいち早く、募金活動を展開し一定の成果を収められたが、今後

は大衆に訴えて強力な街頭募金活動を展開すれば自ら道は拓けると思う。奈良県協

会がすでに実施され成果を収められている。是非第 3次行動計画の中で検討したい。

【参考資料】

阪神大震災遷難所 這回リハピリチーム一覧表

地 域 チー ム 担 当 連 絡 先 備 考

淡路全島 県立淡路病院 立UJPT TEL 0799 (22) 1200 応急の対応処渥

リf¥t'リテーション部 大宿PT FAX O 7 9 9 (2 4) 5 7 0 4 後日、補聴器センター

神戸市灘区 県立総合 大窪ST TEL 078 (927) 2727 聴覚言語療法士(ST)

以西 1)^ ビリテーション部 神沢PT ・FAX 07& (925) 9203 が同行。補聴器t'J~ln

（他 2名） フィッティング旺I舗

神戸市東灘区 兵庫医科大学 小室PT TEL 0798 (45) 6111 応急の対応処置

以東 リJ¥ビリテーション部 FAX O 7 9 9 (2_4) 5 7 O 4 後日、補聴器センター

宝塚／西宮 宝塚保健所 TEL 0797 (72) 0054 応急の対応処置

の一部 医療巡回班 後日、補聴器センター

伊丹 ・川西 関西労災病院 住田医師 TEL 06(416)1221 後日、補聴器センター

医療巡回班 勝山医師

_ 9 , .. ..--• 一`... ＊マ L........ - - - - - ・- - - - ・ -—-- ＊ - - • 9 9 ■ 9 -—·- - ---1 
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［参考資料】

神戸ヒャリングセンター

宮永社長様

平成7年 2月 22日

宝塚市安倉西2-1-1

宝塚市総合福祉センター団体事務室内

阪神大震災兵庫県難聴者支援対策本部

本部長 大上清

この度の大地震で被災した難聴者等に対する補聴器については、 格別のご高配

をいただき本当に心より感謝申し上げま9― .. 

特に全国の補聴器メーカ ー協議会及び販売店協会のご配慮により、多くの難聴

者に大変喜んで戴いております n

私達の支援話動も こ杞聞阪い（おり茫d.h1il比器の間源を中心に各避難I1iを巡回

し、直接H(/）イ~I'I I I IなJi遠(/)州を1iiiい（対処し・（ ふ；り北．4,．そうしに中で＇杖望と

して出てきました内容は別紙に記載しているとおりです。又、それに対応する今

後の支援行動も、その内容を踏まえ別紙の様な計画で進めたいと思います。

しかしながら、この計画を進めるためには補聴器を調整する能力のある方の協

}Jなくしては実施できませんし、又、先日来より FAX電話でお伺いし、ご承諾

下さいました巡l旦lされる方に一定数の補聴器を渡し臨機に対応戴く こと等が基本

になります。

そこで対策本部として関係機関に相談しました結果、 別紙の通りの状況が把握

され、しかもご協力戴ける方向で協議を進めております。

幸い、巡回医療チ ームの方が公務員でリノヽピリ関係の担当の方ですので、 STは

人員的にかぎられていますが応急の対応をl頁き、後日、機会を見て最寄りの補聴

器センターを訪ねて再調整を 1頁＜方法をと ってはどうかと考えております。

以上の様な対応ですすめたいと思いますので、ご協力をお願いします。

この場合、各巡回チ ーム班に事前にお渡し戴く補聴器センタ ーはどこの店を訪ね

ていけばよいのか、宮永社長様のご指示を 1頁きたいと思います。

なお、単に補聴器を調整して渡すだけでなく、お渡しする場合は罹災証明の提

示ど写しのコピー位は引き換えにして戴くとかが必要なことも あると思います n

実施に当たっては、宮永社長様のご助言ご指導をお願いしたく思います。

以 l-：取り魚ぎFJ¥Xでお顧いいたしましたが、関係者と 協議の必要があり ます
(/）で恐れ人りますが早急にこ返事を FAXでお顧いします．．

以上
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【参考資料】

平成7年 2月22日

県立総合リハピリセンター

ST 大窪むつみ様
宝塚市安倉西 2-1-1

宝塚市総合福祉センター団体事務室内

阪神人震災兵庫県難聴者支援対策本部

本部長 大上清

この度の大地震で被災した難聴者等に対する補聴器問題については格別のご

高配をいただき本当に心より感謝申し上げます。

私達も、ささやかな耳の不自由な隙害者団体ですが、地震以来対策本部を設

涸して被災難聴者の支援活動に取り組んでおり ま す。支援活動 •も 難聴者に とっ
て一番大切な補聴器等の問題を中心に各避難所を巡回し、直接耳の不自由な方

達の声を聞いて対処しております。

そうした中で要望として出てきました内容は別紙に記載しているとおりです。

又、それに対応する今後の支援行動も、 その内容を踏まえ別紙の様な計画で進

めたいと思います。

しかしながら、この計画を進めるためには補聴器を調整する能力のある方の

協力なくしては実施できませんし、又、先日米よ り補聴器店業界の代表の方と

協議してご承諾戴いております巡回される方に、 一定数の補聴器を渡し臨機に

対応戴く こと等が基本になり ます。

その為に昨日来より再々電話等でご無理なお顧いをしております通り、 この

計画の過程で医療チーム班の巡回計画のあること を聞きました。又、大窪様か

らのご助言で他の医療チームの方達（別紙の通り）にも連絡をとり、協力をお

願いしました。

しかし、大窪様のチームはともかくとして他はSTの方がおられないと言 う
ことで調整までの支援には若干問題もあるかと考えて、今回は応急的に対応し

後日専門の補聴器センタ ー等で再調整と言う対応でどうか と、 私共の方より提

案しているような次第です。

以上の様な対応で進めたいと思いますので何卒ご協力をお顧いします。

この場合、各巡回チ ーム班に事前にお渡し戴く補聴器センターはどこの店を訪

ねていけばよい(/)か、兵庫の業界代表の神戸ヒャ リングセンタ ーの宮永社長様

のご指示を頂くように、目下連絡しております n

なお巡回して戴く場合とか、被災者で対策本部に打li聴器を要請され現地人り
して補聴器の相談を戴く場合、単に補聴器を調整して渡すだけでなく 、お渡し

する場合は罹災証明の提示とか写しのコピー位は引き換えにして戴くとか、必

要な措置は宮永社長にお伺いしています。

なお、その他、 実施に当たっては具体的な問題もあり ますので、事前にはご

相談も させて頂 きます＂ 又、大窪様の助言御指導をお願いしたく思っています。

以上取り 急ぎFAXでお願いしましたが、I紺係者と 協議の必要があります(/)で
恐れ人りますがお気付きの点がございましたら早急にご返事を FAXでお願いしま

す。

以上

-46-



第 3 次支援 行 動の 実 施報 告 の慨要

実施地域 I I :!I I隷息嘉回希戸討 1 晨回行＇盆状況担当協会 （担当者） 行動日 を喜§ 人 I ST I目夏苫 祈石藷I¥Iそ蒻 I 舒 傭 考

兵犀区 （兵賑）R小川 ・植田 I 2月28日 6 御崎幼稚匿 2 I I 2 2 医師受診すすめる

（兵庫）R田中 ・岩脇 i 3月 3日 71 会市下立神山本港法高寺校 f I 21 1 I 
3 

西巴 1 I 吉田勝恵商店扱い

長田区 （大阪）⑦上野田g・• 小上野川E 3月 3日
1 8 神亘ぢー戸葉池:小協な嘔学学炉同病校校校院

1 I 1 1 大窪ST他他

（大阪）R集長仏沼粗 ・・流武郷村

I 2 1 1 2 大窪ST

i I 
g g g 3 
3 3 

I 電西湮話小小に る依頼 1 1 
2l 大窪ST他I 2 1 1 

須磨区
（（兵岡賑山）l麿浜後中野藤村 ・R中小居川

3月 2日 7 天理須教小会 ｝ 1 I 
1 1 

西座 校 2 2 
コスモス学1を入ポーム） 1 大窪ST

中央区 （奈良）翠上3名田他 1名 3月 4日I 71 下神戸山寺文小化学ホ校ール 1 1 
I 

1 
1 1 1 市役所で書類を作り補聴器店で入手

東湮区

海買＇象安紅庵〗小藤原塁 ・・・・ 厩金吉城原田 3 月 23 日日
2 31l 住住北［友之が吉青生老木江堪人公集日ホ館所談ー所ム

1 1 

I 
1 坦田ST

l l' 1 世田ST
1 I 1 1 
2 I i 

2 

（京都 ⑮ 西 ．・ 畠千胃代 2 g I 2 
山 山小養!南 校校 l ＂絹 1 1 筵池送付済

I 

野山 公＝ 酪学全校翌）
2 2 2 

I 1 と 2 l 学/$田ST
I 2 

2l 雹愕池理田がST本部にない談ので神戸補庖器店で調達と む古旦 l 

I 2 についての相

灘区 I （京都） 『 •町 3月 2 4, 西湮小学校

1 I 1 
1 I 

（岡山） 小池町禎
~ 4日 l 電話による依顆 1 2 大窪ST他

垂水区 I （兵庫）R中村 ・中居 3月 28 1 11 I I I 苗尼苔：：回 を必夏とす62屋E0)屋t角は \1 ~ 1＼、どうを占る，

祓路 I ：兵庫）＄坂山下） 11 と•1田名中画• 仲岩井見 23月月 264日日1 48I 宜色町役ょ場 l 
I 1 I 3 

31 補北淡聴町器役は場本部へ補よ聴り送器付を。送補付聴器店で調達
1 電話に る依頼 3 

芦屋市 I （大阪）e1名 I 3月 5日
31闘謬悶 1 

31 
1 | 3 1 耳/;¥!栓田取S替T他

I 3 

西宮市 1 （兵庫）⑦池田他3名 | 2月258 | I I I 

川西市 I :兵庫）⑦西岡R中村 I 3月118 難聴者は5人だが補聴器支援の必要はない

明石市 （兵庫）⑦中嶋 R1名 I z月 I 8 I 補聴器を必要とする難聴者はいない

尼崎市 （兵庫）⑦加藤 R1名 | 3月11日 3I 電話による依頼 1 I 1 | l ；互をを要とする29 E O'’者HI:'うE布， ピうt！て太gr.烹け、青98をR与
宝塚市 （兵庫）鰭‘)下11 • 川村 I 3 月 36 日日 4 電話による依頼 1 1 I ：：：月を見て本部に来訪、補吃器を貸与

6 

合計 In"c22名⑲42名 ！ 1 3 9 56 1 s I 32 5 4 561 

全煙聴地渓現地対策本部 H7.3 10作成
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